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東京都市サービス株式会社「省エネ大賞」受賞に関するお知らせ 

 

伊藤忠エネクス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：岡田賢二）の連結子会社である東京

都市サービス株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役：福嶋岳夫、以下「TTS」）は、この度、熱供

給センターにおける取組みが、一般財団法人省エネルギーセンター主催の「2019 年度省エネ大賞」省エ

ネ事例部門において、「資源エネルギー庁長官賞」を受賞することが決定しましたのでお知らせいたし

ます。 

TTS が本賞を受賞するのは 2016 年度に「経済産業大臣賞」「省エネルギーセンター会長賞」をダブル

受賞して以来３件目となります。 

省エネ大賞は、事業者や事業場等において実施した他者の模範となる優れた省エネ取り組みや、省エ

ネルギー性に優れた製品並びにビジネスモデルを表彰するもので、経済産業省の後援のもと毎年行われ

ています。 

尚、受賞した省エネルギーの取り組みは下記のとおりです。 

 

件名：「エネルギー収支フロー」を活用した熱供給プラント効率向上への挑戦 

内容：全 18 地区の熱供給プラントにおいて、2016 年から 3 年計画で、震災後停滞気味だったプラント

効率のさらなる向上、省エネの深掘りに挑戦しました。           

新たな取り組みとして、「効率管理担当者会議」を核とした効率的な省エネ活動体制を整え、全プ

ラントにおいては、プラント内に設置されている様々な計量器のデータに基づき作成した「エネ

ルギー収支フロー」をもとに、ロスやムダの特定とその原因調査・分析、改善を所員全員で実施

するとともに、本店および支店では、計測チームによるさらなるデータ測定、設備改修特別枠(チ

ャレンジ枠)の予算化、定例連絡会の開催、社内表彰等で支援を行いました。これらの取り組みと

設備更新等により、全プラントの効率は、3年前と比べ約6%の向上となるCOP1.20となりました。 

 

TTS は、今後も電気式システムであるからこそ実現できるトップ水準の高効率・低炭素の熱の供給と

ともに、もう一歩先の「熱と電気の一体供給」、「CO2フリー熱の供給」など、都市の BCP、脱炭素化に一

層貢献できるよう、本受賞をステップとして、さらなる努力を続けてまいります。 

エネクスグループとしましても、経営理念「社会とくらしのパートナー」のもと、エネルギー企業と

してエネルギーの安定供給を行うとともに、今後も低炭素社会の実現、環境負荷低減、持続可能な社会

への貢献を目指してまいります。 

 

※関連ホームページ 

 ・東京都市サービス株式会社：https://www.tts-kk.co.jp/ 

 ・一般財団法人 省エネルギーセンター：https://www.eccj.or.jp/ 

 ・省エネ大賞：https://www.eccj.or.jp/bigaward/item.html 
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【本リリースに関するお問い合わせ先】 

伊藤忠エネクス株式会社 経営企画部 コーポレート・コミュニケーション室 

國貞 洋行 TEL 03-4233-8003 


